
の  
の と  

 

 さとみ 

（ ラ 社 業本部 業 部  

障 者職業 相談員 精神障がい者・発 障がい者職 ーター 業在 職 適 者） 

 

 め  

当社 ラ では、 いに な関 にある「 」「環

境」「健 」という３つのキー ー を 業の とし、こ

の基本 念に く関わるテーマを中心にＳ Ｇ を 業

目標に取り入れ、 解決に取り組んでいる。 

2019年 月 で、 ラ と東 本を する東 ラ

を合わ た従業員は、約1 7 0人。障 者雇用数は41名。

障 者雇用率は2 9 。障 の種 は、身体障 、精神障

、聴覚障 、知的障 である。なお、 業 部の内

は の通りである。 

 

  

人数

7

12

聴覚 1

合計

精神 4

発

 

 

２ の  

業 部で、障 者雇用を めて５年 の 業務相関

図は図 の通りである。 

 

 

図  図 

 

業 部での障 者雇用 に関わる ての業務にお

いて 者 名で対 していた中で が じる。 

 

( ) 課題 

障 者雇用の拡大の つとして定 的に障 者を雇用し

ていたが、ある から み状 が続く。 ２の通りで

ある。 

 

２  

年 月 人数

 3月 3

 9月 4

11月

 2月

12月 7

 4月

 月 9

 月 10

2017年  3月 10

201 年  月 10

2019年  月 12

2014年

201 年

201 年

 
 

また、 や社 への取り組みなど ジテ ブなこと

も思うように進まなくなる。 

(2)  

障 者雇用 者 名で10名の障 者を していたた

め、その だけでキャパ ー ーになってしまった。 

(3)  

実務を してもらっていた担当者を実務リーダーとし、

業務指示を行うような 組に変更する。図２の通りで

ある。 

  

 

図２ 図 
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障 者の業務内 は、 Ｅ や に関わるため、それ

に しい者が実務リーダーになることで、業務内 がより

になり、適 な指示が行え、障 者も 解しやすくな

る。 

(4)  

体制で業務指示を行っていた は、 体制では現有

力の チ ーションを上 るために 々と他の業務へ取

り組むことが可能になる。 

さらに、 人 とりへ手 い対 ができるようになる。

また、 業 との関 を める も増え、以 より

も障 者雇用拡大と定着へ取り組める が増加した。 

( ) ２ 

実務リーダーが 、障 者とコミュニケーションをと

ることになり、それ れの 性、能力、人 を で じる

ことができるようになる。それによって、障 者 人 と

りに ができるかということを知ることができ、それ れ

に適した業務をインプットすることができるようになる。

、実務リーダーがやってもらいたい実務の も がり、

障 者が行う業務の 性が上がることに がる。 

( )  

障 者も、この実務リーダーから効率的なＰ 能や

作を 示してもらうことができ、業務内 の 解力や技術

の習 などの情報 が増加する。 

 

  

データ ースの 作業。 々なデータ ースに

在している 定の 情報を コー で け 元

する。 業の知りたい情報を 適化することは、 業

に する大 な業務である。 

現在では、これらの単 作業に加え、プロフェッショ

ルな業務、より な作業にも取り組んでいる。図３の通

りである。 

 

 

図   

 

 の め  

３業務内 の の中に、単 作業に加え、プロフェッ

ショ ルな業務、より な作業とあるが、これは に発

障 の 性を かしたものである。発 障 の 合は、

中力を発 することが多く業務や環境がマッチすれば大

きな成 を む。また な潜在能力を つけ出し、その

能力を引き出 ば大きな 力になり、 業の 性 上に

ることができる。 

 

５ 今後 

障 者も「成 したい、ステップアップしたい」思いは

ある。そのためには、キャリアアップにも がる業務を積

極的に行ってもらう。 社では現在２名が 社員に し

ている。 学で習 したプログラミングで業務をシステム

化し業務の効率をあ 成 をあ ている。また、障 者で

ある本人がチームのタスク を行いチームをまとめてい

る。 

このように 々の によるア トプットをキャリア

アップに たい。そのキャリアアップがまた、 業の

性をさらに上 るのだ。まさに、「障 者は 力となり

性 上につながる」のである。 

 

【参考文献】 

障 者雇用の 出  

 

【連絡先】 

さとみ 

ラ 社 業本部 業 部 

 0 7 9 02 4 

0 0 33 34  
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体と と の  

の  
 

 （ 部
さ い

ス
ばん う

社 取 役社 ） 

大  健 （ 部 ス 社 業 ） 
 

  

部 ス 社は、 部 ス 社の 社と

して2017年 月に設 され、 年３月に 社の 可

を取 した。 社の 部 ス 社は 多 に

本社を く スの 供 の 業者で、 の

ス 供 の 業者の中でも初の 社設

となった。また、 社の元社員（ ）が設 していた

行 業の 社を Ａにより 社化し、

社にするという でも極めて な手 による設 で

ある。 社の 可取 後、 年12月には 部 ス 

グループ 社の関 社 の 可まで取 した。2019年 

月 の社員数は20名で、そのうち10名が障がい者 

（精神障がい者２名、発 障がい者４名、知的障がい者２

名、身体障がい者 名、精神・身体障がい者（難 者）

名）であり、 々な障がい者が く びを じながら 

勤務しており、 社である 部 ス 社のダイ ー

シテ ー経 推進の を担っている。 

 

２  

大きく けて５種 の 業を展開している。 

( )  

 コ ー、デ イン、印刷、 リジ ル シャ ・グッズ

制作、 本、スキャニング、データ入力、 Ａ 、名 作

成、 等のビジネス ート業務 び建 持

業務を行なっている。 

(2)  

 障がい ービス 業（ 行 ・ 継続  

型）で、障がい者の を行ない、 業が雇用した

くなる人 を育成している。 

(3) の  

 社の 業社員を対象とした職 プログ

ラム「 部 ス アリ ーク 」を作り、 社の

人 担当部 や職 の上 び 業 ・ 健 と に

し、職 のリ ビリの を担当している。 

(4) の の  

 

 グループ 社の社員 身や社員の の に関する 

相談を受け け、適 な社 制 や社 に ている。

（相談 ）社員の どもに発 障がいがあり 職できない 

当社の障がい ービス 業に る 

( )  

 部 スグループの障がい者雇用の ートや 業

等の障がい者雇用のコン ルテ ングを行なっている。 

 

 実  

 当社は実現したい姿として２つのことを目指している。 

 障がいがあっても、 みを かし、イキイキと く 

 障がいがあっても、 者になり、 者を える 

この２つの姿を実現するための 業 を通して、 業

と障がい者の しい デルとして、 々な取り組みを

社 に え、障がいがあっても当たり に ける社 く

りに寄与していきたいと考えている。 

 

 の  

当社の 上の多くを め、障がい者社員が中心となって

ビジネス ート業務や建 持 業務を行なって 

いる 業 （コ ー ンター ）の取り組みにス

ットを当てて する。 

( ) 体の 開 

 当社は「障がい者が主役となり、役割をもって 信を

もってイキイキと く」ことを目指している。そのために

行なっている取り組みは以下のとおりである。 

 

 体の 開 

 

 

と

と と

 

２ とと  

 

の  

 

 

的な 社が「 ラミッ 型の組 運 」で、

「 業・ する人＝業務開 担当社員」「作業を指 す

る人＝ 担当社員」「作業を指 される人＝障がい者 

社員」というように けられているのに対して、当社は

「フラットで 意を かし 手を い合う『 の目』の 

関 の組 運 」である。 
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図 の  

 

当社は、障がい者も健常者も関 なく、 もが 業や 

をし、 もが を取り、 もが作業を行ない、 も

が チェックを行ない、 もが に行き、 もが

業務を行ない、 もがお さまから 「ありがと

う」という の を している。障がい者社員も 

意な でフロントに って業務を行なうのが、 く 

当たり のことである。 

業務を行なっていくうえでは「障がい者」と「健常者」

の けの意 は くなく、 もが 人の社 人として、

意なことを かして業務を行ない、 手なことは かに

ってもらっている。お いに意 し合っているのは、

「障がい者・健常者」ではなく「 意なこと・ 手な  

こと」である。 

当社の障がい者社員は、障がいの種別や 性が多 に

渡っている。健常者社員も合わ てそれ れの「 意」が

まると、かなり が く、業務に か る「キラリと 

るもの」がたくさん まっている状 になっている。 

その い 々な「 意」を かして、それ れが主体的

に業務を行なうことで、業務の種 や制作できるアイテム

は、 りなく がってきている。また、業務の の がり

と にお さまの も がっている。 社の 部 ス

を めとしたグループ 社はもち んのこと、グループ

の多くの 社や 体、さらに の個人のお さまからも

多くの を発 いただけるようになってきている。 

 

２ の の と まの 2  

  

の  2  

ま 

 3  

 
4  

の ま 

 

(2) の  

「 社だから、障がい者が く があり、  

ができていればそれでいい。」というわけでは決して

ない。 社である以上、 を成 さ 、 を

し、 を出して 続的に成 し続けることが 可 で 

ある。当社が「 上が上がり、 が出 る 業にする」

のために行なっている取り組みは以下のとおりである。 

 

 の  

 

  

２ れ  

 
れ

開  

 
まの れ  

の  

 

当社の 業 は ープンな である。 部 スの

本社ビルの 下の人通りが多い通 に面しており、 、

フェに えるようなおし れな えで、 らりと

ち寄りたくなる になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の  

 

５ まとめ 

 以上の取り組みの 、下 の２つが実現している。 

 2017年設 以来、２ 続で を 成し、雇用する

障がい者を増や ている 

 201 年 実 で、グループ内 上 率が、グループ

内 グループ   0 0 となっている 

 

【連絡先】 

  

部 ス 社 

092 24 3 
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の と の  
 

本 （ 社 ンキュ ・ ズ 取 役社 ） 

 

 の  

社（ 社）の は のとおり。 

本社 在 東 中 どき 目５ 23  

従業員数 単  12 0 9名、  31 137名（2019年

３月 現在） 

設 年月 大 年（191 年）10月  

業の は と 流で、 上 率は ４対 である。

は   （ 業 流）を担う 社で主 はい

ずれも 本や を する 業。 ンキュ ・ ズ

は の 社として2007年 月 業を開 。 

 

２ と の の  

2007年創業 は５名の雇用から開 （図 参照）。2019

年 月現在（以下「現在」という。）では 名にまで増加。

障がい者の 定雇用率2 2 への対 も有り、 近２年

で19名増、 職は２名である。 

 

 

図  の  

 

社員の増加に って職域の拡大が であった。 

( ) の 開 

創業 は 業種（ 業務）だったが、シュレッダーな

ど 作業や 務 業務などで職域を拡大。 

(2) の 開 

スキャニング（ の 化）に続いて、2014年に

グループ社員が業務用として 用したパソコンのデータ

業務を開 。 に、 規 入するパソコンへの 入

やアプリケーションソフト 入などのキッテ ング作業へ

と職域を拡大している。 

(3) の 開 

年は、本社ビルのラ ンジで フェ 業を開 し、

名を雇用する職 を たに作ることができた。 

業 、 業 もロー ルニーズに合わ て

職域を拡大している。 

この に職域を拡大（＝可能性へ ）する 力を続け、

現在では12の職種を 業運 している（図２参照）。 

 

 

図２ の  の  

 

 の  

職域の拡大に当たっては、 グループ内において「当

社に対する 解」を めて 力して く が大 である。 

当社の を く知って くため、 グループ内での 関

への や社内報や ータル イトで積極的に発信。 

 また、当社の社員が ール 配や の回 などで執

務 を する際、 持ち く する や く姿を て

く 、 フェ来 の などを通じて、 グループ

の方々に、 しみを持って ける に めている。 
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 の の  

( ) の  

本社ビルで行っている ール 配を の ビルへ拡

大し、２名体制から５名体制に増員。 

(2) の と  

データ入力・ のスキャニングに加え、 しい職域の

開 可能性への ）である。 

・ の 化 

・ の 化 

・ 用 みパソコンのデータ  

・パソコンの初 設定作業（キッテ ング） 

・ 回作業 プリンターへのコ ー用 の  

・社用  のキッテ ング 

以下、 的な作業を する。 

 の  

パソコンを する際、 いパソコンのデータを す作

業。以 は グループのシステム 社のエンジニア

が対 。2014年から、本社と 業 の２ で当社

の社員が対 し、作業 数は年 3000 。 業開 以

来「作業ミスは ロ」。 

 の  

グループで 用する 規パソコンに 、

、 キュリテ ソフト、また設 に じて、

、 流 、 計 等の基 システムをインストールし

初 設定を行う。 

従来、 グループのシステム 社のエンジニアが

対 。201 年４月、当社社員が対 する体制へ に り

えた。 計作業 数は約 。設定項目は約120項目

で、延120 項目の設定を実施。３年 「作業ミスは

ロ」という らしい作業 をキープしている。 

(3) まれ 環 

データ 作業で「作業ミスは ロ」という 成 を

持し、 の職種（キッテ ング業務）の受 につながって

いるという 環が まれつつあり、社員 らが 力を積

み 、 らの雇用の を ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)   

201 年10月開業。 きたての を ン リップによる

出で しいコーヒーを提供している。コーヒー、 、

フェラテ等の定 ニューでスタートし、 々に他の

ニューも作ってみたいと がでてきた。 員（社員）か

らのアイデアを元に、 々な のシロップを った 定

ニューを め、マンネリ化することなく に ちた

を 持し、お からも 評。 の 数 は計 の

0 増と大 に伸びている。 

 

５ めの課題     

2017年からの２年 で社員が19名増加。内、精神障がい

を持つ社員が14名増え約 数を めている（図３参照）。 

 

 

図  の構 と  

 

増やした職域で を進めるなかで、心身トラブルも

きている。 

この への、適 な対 が 業 となっており 

 作業 り役の増員 

 精神 健 心 有者の配  

に取り組んでいる。 

に、後者は障がいを持つ社員の ートに加え、 常

業務での いで している健常者社員の精神 ート

も視 に入れている。 

今後は、70名、 0名への雇用増加を目指し、職域拡大の

力を まず続けていきたいと考えている。  

 

【連絡先】 

 本  

 社 ンキュ ・ ズ 取 役社  

    03 3 3 32 1 

    

 

の ーが る 

い が る（雇用の 大） 

社 が に 実 を る 

を用 す 、 
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【 】 発 の の  

の  
 

 （ ッシュ 社 人 部門 業務 ート ンター ） 
 

 め  発 2  

ッシュ 社人 部門業務 ート ンター（以下

「 」という。）では、2017年11月の組 開設以来、精

神・発 障 者のみを採用・雇用し、現在2 人の ）が

４つのロケーションに かれ、それ れ 務・ 務業務等

に従 している。 年（201 年）、本 ・実 発 に

て育成や チ ーション施 について発 して以来、

の数は12人から 増し（ ２）は５人から 人へ）、勤続

月数も当 の4 月から11 月へと伸びたが、依然と

して「 職 ロ」を継続している。今回は、その勤続

を中心に、 の職業リ ビリテーションおよび チ ー

ション 持・ 上施 について 報 したい。 
1 2 当社では従業員のことを と んでいるが、障 者手

をもつ 社員のことを と している。

また、 の業務や育成をマネジ ントする役割の健常者をジョブ

コーチ（ ）と んでいる。これは、 的 取 の有 を わ

ない社内 である。 

 

２ の  

( )  

入社 年 成は、20 30 40 ＝3 32

32 （ 年 34 ）であり、4 以上も 人いる。

は３ ２で 性が多い。学 は だが、 的には

大学 ・大学出身者（中 含む）が約 割と 的 く

なっている。 断名は、 合 症30 、発 障 2 、

極性障 1 、 と 変 症が各11 などとなって

いる。障 等 は２ が 、３ が44 となっている。

通 職 は で9 7年、通 社 数は 社（パート・ア

ル イト含む）であり、 勤続年数は1 年 である。

ブランク（ 職 ）の は 2年となっているが、

員が 関経 の採用であり、入社 は 員

が 職であった。ちなみに、 社員 「有」は44 、 務

職 経験「有」は4 となっている。 

(2)  

は、さま まな ックグラ ン を持っており、

7 0 以上５人を含む 学 はもとより、 ・ ・

健・エンジニアなど、 を えた 的 を 有

し、組 内ダイ ーシテ が実現している。 

(3) の  

は、現在 名（ 性５名・ 性２名）おり、 員が

かの部 からの 者である。従 、 いずれかで障

者と関わりのあった者もいるが、障 者雇用に関しては

員が初めての職種である。各ロケーションのマネジ ント

や人 育成を の に委 ていることもあり、着任後で

きるだけ いタイミングで 業在 型職 適 者

（ジョブコーチ）の を取 してもらった か、障 者

雇用に る社 には、201 ～2019年上 にかけて、

延 91回出席している。 年 は約 0 であり、この社

人経験の さも の勤続を ックアップしている。 

 の  

 

 の  

の勤続 について、 アンケートを実施した（

数は24名）。 

( )  

予 から 出した23の選 について、 の勤続

の として な から５つ選んで上 から に５ ～

を 与し、その合計を計 したものである。その

を、 の職業リ ビリテーションおよび人 育成の施

に照らしてみる。 

図  の  

 

まず、 の「 の相談・ ート」。 では、 の

人 や能力（ テンシャル）を し、個々の 実現を

ートするという から、 えて「障 者 い・ 別

いしない」という方 を ており、 に ・

を委 し が業務を 律的に推進していくことを基本と

している（11 「 律的に ができること」）ため、

が積極的に配慮や手 けをしないが、困ったときに（

発的・能 的に）いつでも相談に れる体制が評価されて

いるようだ。２ の「業務の多 性」。 では本人の

実現を ならしめるため、基本的に「す ての業務を

す ての人」にア インしている。その 、 たちは、

に精神・発 障 者が 手とされる「環境変化に
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に適 すること」「 数の職務や な に むこと」

をむし チ ーションとしていることがわかった。３

「障 者 い・ 別 いしない」については、 「職業

リ ビリテーションの 念」と て、組 念や方 を

各施 に展開していることが 解・共 されていると考え

る。４ 「 が相 解し、 け合えること」。 で

は、精神・発 の人たちが に 手とされるコミュニケー

ション力の開発・ 進に 力しており、す ての をペ

ア ークまたはチーム ークで行っている（ ）。５

「 社員 用制 があること」。本人にとってより大きな

目標を られることが、 での らの目標＝職業リ

ビリテーション＝を にし、より大きな テンシャルの

開発につながっているように思う。 

(2)  

方、社 別に 対照してみると、いくつかの項目で

大きく なることがわかった。 

図２ の  

 

 

 も な いを たのが、 年 では13 に過

なかった「 が相 解し、 け合えること」が 年以

上では断ト の となっていることである。この か、

「マネジャーが専門職」（13 ）、「 委 」

（20 11 ）などが大きく を上 ている。 方、社

の さに って 下したものは、「 社員 用」（２

）、「職リ 念」（３ 1 ）、などである。

ここから み取れることは、 においては、勤続 が

くなる ど「 律・ 」の意 とそれに対するやりが

いが まってくること、また「職リ の 念」の 体的施

への が実 されてくるようだ。 

(3)まとめ と  

の基本 念は、「職業リ ビリテーションによる

実現」である。「定着」ではなく、プライ ートを含め

た中 のキャリアや人 プランこそが目標であり、それ

を 常業務（職業リ ビリテーション）を通じて実現して

いく。 の からは、 や という「安心」と「信

頼」のもと、アイデンテ テ の回 ・ 、多 な業

務やコミュニケーションによるスキル 積、さらに成 実

や ークエン イジ ント（ 力・ 意・ ）などを

めるための方 ・施 への共 と実 が、「勤続」とい

う につながっていることが み取れる。 

の 合から本 では割 した「 ・マネジャーが考

える の勤続 」や「（ が）勤続のために続けてい

ること」の も まえ、マネジ ントの力 に

を加えながら、よりよい人 育成を図っていきたい。 

 

 (   )の  

では とをめどに、 の 実現目標および

その ャップ（この ャップを「 」と定 ）を本人と

社が共有するキャリア面談に合わ て、 3）という指

標を用いて チ ーションレ ルの を行っている。

これまでの推 は図３の通りである。初回から２回目にか

けてはす ての項目でスコアが上 した。２回目から３回

目にかけては「多 性」はいっそう拡大したが、「完

性」「 律性」は 回 を下回る となった。 の

が（ に） がったために、 体 を 渡すことが難しく

なり、また指 を受ける状況が増えてきたことが と思

われるが、スキル習 における り 的な ではないか

と 析している。 方で、フ ー ックの 実によって、

合計 ＝ チ ーションレ ル＝は 上しており、 体と

しては （従業員 ）は上 いている。今後も本

をトラッキングしつつ、 の「職業リ ビリテーション

による 実現」のため、 らの チ ーションの 持・

上に引き続き めていく 存である。 

図  の  

 
3 ックマン ルダム（   ）が提 。

あら る職種に共通して、 技能多 性（多 なスキルや能力を

とされているか）、 タスク完 性（各職務の目的や 体 が

渡 ているか）、③タスク 性（ 社にどれくらい している

と思うか）、④ 律性（どの 、 律性や があるか）、⑤

フ ー ック（ や について、上 ・ からどの

フ ー ックがあるか）の５つのパラ ータについて、下 の

により チ ーションレ ル（   ）を

測定するというものである。 ではキャリア面談 、各項目10

で が 評価している（1 000 ）。 

 

 

 

 

 図     

 
【連絡先】 

 （さいし  し） 
精神 健 ・社 ・  
業在 型職 適 者（ジョブコーチ） 

ッシュ 社人 部門業務 ート ンター（ ） 
  

通 070 4 1 2 
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ＲＰＡの 開発 の の  

 

 （大東コー レート ービス 社 取 役） 
 

  め  

大東コー レート ービス 社は、障がい者雇用を

目的に200 年５月に大東建託 社の 社として設

され、 年 月に 社 定を受けた。 

その後、201 年４月にシェアー ービスを提供してい

る大東ビジネス ンター 社と合 し、現在に って

いる。 

 

設 当初は、 の印刷・ 本や 板 作、名 作成等

が主な業務だったが、 の合 により 務 の業務 率

が大きく増加しており、 今では大東建託グループ 体の

業務効率化を担う役割が められている。本 では、障

がい者がその にどのような役割で取り組んでいるかを

報 する。 

 

２  ＲＰＡの  

の ）によれば、 業のＲＰＡ（  

  ロ テ ック・プロ ス・ ート

ーション 以下 ＲＰＡ）の 入率は201 年 月22 、

2019年 月32 と増加している。 

業務 担の 減や人手 への対 、 業 の 減な

どの 解決の つにＲＰＡを 入する が、 入率の拡

大につながっていると考える。今後は人 知能技術との組

み合わ など、ＲＰＡの更なる 化、適用 の拡大が

進むものと推 される。 

ＲＰＡなどの情報技術を 用した障がい者雇用は、障が

い者の雇用の を る可能性があると するが、 方

で障がい者の を ってしまうのではないかとの 念が

ある。 

合 の ２）によると情報技術の 入によ

り、「障がい者の業務がなくなる」と回 している 業が

上 業で 21 3 、 社 で13 2 ある中で、「障

がい者 の が じてしまう」と回 している上 業

が22 、 社で14 9 と 常にネ テ ブな考え

方があることも れてはならない。今後、10～20年後には、

本の 人 の約49 が いている職業において、人

知能やロ ットに することが可能との推計 が出て

いる中で、ＲＰＡは しい 主となると考えられる。 

 

   

( ) のＲＰＡ  

社である大東建託は2017年９月に定型業務を 減す

る を目的にＲＰＡを 入した。 

当初は、大東建託社内でのシステム開発を目指したもの

の以下の が 在化し開発が っていた。 

人員的  

実業務 務の 、ＲＰＡ開発 の が困難 

技術的  

システム開発の経験 ロ 

③コスト  

上 の 解決のため、専門の開発業者に 

依頼する選 もあるが 大な 用が発  

、ＲＰＡの開発は 部の部門が、実業務の合 に

々と していた。 

(2) のＲＰＡ  

方、当社では障がい者への業務創出・職域拡大が

であった。ペーパレス化や業務 が進む中、グループ

社からの受託業務の内 が 々に変化してきた。そこで、

障がい者がシステム 業務で 出来る がないか  障

がい者とシェアー ービスをコラ レーションできない

か  の観 で業務創出を検 した 、 社が進めて

いるＲＰＡ開発を当社で受託出来ないかとの考えに った。 

多数の 行 業 に「ＲＰＡ開発にマッチした

方がいないか 」「システム開発の出来る方はいないか 」

「システム開発をやりたい方はいないか 」などを し、

ＲＰＡを える 行 業 と出 った。 

 

  ＲＰＡ開発 

の経 から、2019年２月より障がい者によるＲＰＡ

開発を開 した。 

( ) の  

当社では、障がい者の採用にあたり ～２ の実

習を実施しておりＲＰＡ開発 員も である。 

実習 中は、当社で作成したプログラムの設計 をも

とに実際にＲＰＡを作成する。その中で、 の コ

図  の 3  
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ミュニケーション③服務規律④取組姿勢⑤安定した勤怠等

の項目について評価し、実際に業務が可能かどうかも含め

て、当社の障がい者相談員やジョブコーチも交え採用の可

否を決定する。 

(2) 開発体制の構築 

開発にあたり、まずは、健常者のシステム開発者を採

用・育成した。もともとシステムエンジニア（以下「ＳＥ」

という。）の業務を行っていた方を採用し、ＲＰＡについ

て基礎から学習してもらった。ＳＥ職の経験があるので、

ＲＰＡの開発に関しては抵抗がなくスムーズに受け入れら

れた。 

健常者は『ＳＥ職』として、大東建託グループの業務部

門で作成したマニュアルを元に、業務担当者にヒアリング

を実施し、設計、障がい者へのプログラム作成指示を行う。

また、障がい者の作成したプログラムを検証し、業務部門

への引き渡しを行う。 

障がい者については、プログラマー（以下「ＰＧ」とい

う。）として採用し、ＲＰＡのプログラム開発を専任で実

施する。 

業務の流れとしては、業務委託元である大東建託グルー

プでＲＰＡ化する業務を選定し、情報システム部を通じて

当社へ開発を依頼。 

当社の『ＳＥ職』が、業務部門が作成したマニュアルを

解析し、簡単な設計図を作成する。設計図をもとに『ＰＧ

職』へ簡単なレクチャーを行い、開発を行う。 

開発が完了したプログラムを『ＳＥ職』が検証し、業務

部門へ開発レビューを実施し、情報システム部にてリリー

スする流れである（図２を参照）。 

『ＰＧ職』の役割は、ＲＰＡプログラムの開発専任であ

り、その他の業務を行うことは原則ない。 

 

 

(3) 就労環境 

ＲＰＡ開発にあたっては、当社では開発ルームとして専

用の部屋を設けている。これは、聴覚過敏や視覚過敏など

の症状がある方への配慮として行っている。当然のことな

がら、通常の執務スペースにも席を設けており、どちらで

業務するかは本人の適性・面談などにより判断している。

また、開発ルームには白板も用意し、視覚的に現在の業務

状況や社内、個人のスケジュールなどが共有・把握できる

ようにしている。 

(4) 開発実績 

ＲＰＡの開発は、大東建託グループよりＲＰＡ化対象業

務として約700件が開示されている。 

当社では、健常者２名、障がい者３名の５名体制で、

2019年４月～９月に当初目標の30件を大きく上回る40件の

開発を完了した。今後も継続して、障がい者プログラマー

の増員を図り、開発件数を大きく伸ばす予定である。 

「作成件数が延びる」＝「業務効率化が進む」であり、

大東建託グループの効率化に大きく寄与すると考える。 

 

５  今後の課題 

情報技術の進化により、通勤が困難な障がい者もパソコ

ンとインターネット環境があれば在宅でＲＰＡの開発業務

を実施することができると考える。潜在的にもこのような

スキルを持った障がい者は多数存在すると推測される。 

今後当社では、在宅勤務も含めた障がい者の採用を積極

的に進め、ＲＰＡの推進による業務効率化をグループ各社

に提供する。 

また、ＲＰＡの開発のみならず、プログラムの実行など

の運用業務も着手しており周辺業務への職域拡大に取り組

んでいる。 

 

６  まとめ 

この10年で、障がい者をとりまく環境は激変している。

雇用の中心となる障がい種別も身体や知的障がいから精神

障がいへと変遷し、実施する業務もシュレッダーやスキャ

ン、印刷、ファイリング等が主体だったが、現在ではデー

タ入力やチェック業務の割合が増加している。近い将来、

ＲＰＡをはじめとする情報技術の進展により従来型の障が

い者実施業務は減少すると思われる。 

我々は、常に障がい者を『出来ないかもしれない』とい

う固定観念を捨て、個々の可能性を信じ、更なる業務創出、

雇用拡大に取り組む。 
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図２ ＲＰＡ開発の流れ 

 

－29－


